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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,927 11.1 237 192.6 247 18.4 117 △29.9
22年3月期第2四半期 2,634 △21.4 81 △80.1 208 △60.8 167 △43.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 17.97 ―
22年3月期第2四半期 25.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,483 7,806 82.3 1,191.25
22年3月期 9,490 7,906 83.3 1,206.62

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,806百万円 22年3月期  7,906百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 22.00 22.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 22.00 22.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,680 3.5 370 19.8 530 △8.1 360 △24.5 54.94



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、上記予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ．２「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ
い。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  6,967,473株 22年3月期  6,967,473株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  414,683株 22年3月期  414,544株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  6,552,838株 22年3月期2Q  6,552,929株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、年初来の回復に向かう動きが緩やかとなり、欧米諸国にお

ける景気の減速兆候や円高の進行が先行きに悪影響を及ぼす懸念が強まっております。民間設備投資、住宅投資に

ついては緩やかながら増加基調にあるものの、今後については先行きに対する不安感や政府による景気刺激策の効

果が一巡したこともあり、不透明な状況が続くものと思われます。  

 当社グループにおきましても、新興国向け輸出を中心に売上は増加傾向にあるものの、為替の変動が及ぼす影響

や国内経済の先行きが不透明なことなどから今後については予断を許さない状況となっております。 

 このような状況の下、当社グループは引き続き積極的な提案営業を展開しました結果、連結売上高は29億27百万

円（前年同期比11.1％増）となりました。 

 損益面では、生産の効率化、工数低減やコスト削減を強力に推し進めました結果、経常利益は２億47百万円（前

年同期比18.4％増）となりましたが、遊休土地にかかる減損損失および資産除去債務に関する会計基準の適用によ

る過年度影響額を特別損失に計上したことなどにより、四半期純利益は１億17百万円（前年同期比29.9％減）とな

りました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は94億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ７百万円減少しました。

主に法人税等の還付金などにより現金及び預金が１億４百万円増加したものの、遊休土地にかかる減損損失などに

より有形固定資産が90百万円減少したことなどによります。 

 負債は16億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ93百万円増加しました。主に未払法人税等が89百万円増加

したことおよび資産除去債務に関する会計基準の適用により資産除去債務を27百万円計上したことなどによりま

す。 

 純資産は78億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億０百万円減少しました。主に四半期純利益を１億17

百万円計上したものの、配当金の支払が１億44百万円あったため利益剰余金が26百万円減少したことおよび為替換

算調整勘定が63百万円減少したことなどによります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の業績は、概ね計画通り推移しておりますので、平成22年５月20日付決算短信にて開

示いたしました予想値に変更はありません。 

   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

 これにより、営業利益および経常利益は、それぞれ661千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は26,084

千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は27,198千円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,878,451 2,773,959

受取手形及び売掛金 1,777,872 1,766,087

商品及び製品 453,658 484,721

仕掛品 317,341 274,499

原材料及び貯蔵品 597,131 570,535

その他 106,045 122,041

流動資産合計 6,130,500 5,991,844

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,971,153 1,955,753

減価償却累計額 △1,430,005 △1,394,977

建物及び構築物（純額） 541,147 560,775

機械装置及び運搬具 1,904,161 1,922,913

減価償却累計額 △1,530,234 △1,514,712

機械装置及び運搬具（純額） 373,927 408,200

土地 466,832 494,044

リース資産 79,783 79,783

減価償却累計額 △22,161 △15,513

リース資産（純額） 57,621 64,269

その他 785,850 772,451

減価償却累計額 △726,867 △710,969

その他（純額） 58,982 61,482

有形固定資産合計 1,498,511 1,588,773

無形固定資産   

のれん 35,202 55,117

その他 63,600 72,198

無形固定資産合計 98,803 127,315

投資その他の資産   

投資有価証券 1,355,935 1,376,834

その他 419,016 424,840

貸倒引当金 △19,077 △18,709

投資その他の資産合計 1,755,875 1,782,966

固定資産合計 3,353,190 3,499,055

資産合計 9,483,690 9,490,899



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 631,813 650,152

未払法人税等 101,450 11,632

賞与引当金 132,701 137,769

その他 214,790 231,653

流動負債合計 1,080,754 1,031,207

固定負債   

リース債務 46,909 53,896

退職給付引当金 292,577 277,492

役員退職慰労引当金 230,147 221,397

資産除去債務 27,290 －

固定負債合計 596,924 552,786

負債合計 1,677,679 1,583,993

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,908,674 1,908,674

資本剰余金 2,657,905 2,657,905

利益剰余金 3,921,587 3,948,018

自己株式 △333,825 △333,745

株主資本合計 8,154,342 8,180,853

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 24,482 22,513

繰延ヘッジ損益 9,565 21,941

為替換算調整勘定 △382,379 △318,402

評価・換算差額等合計 △348,331 △273,947

純資産合計 7,806,011 7,906,906

負債純資産合計 9,483,690 9,490,899



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,634,754 2,927,661

売上原価 1,534,596 1,667,586

売上総利益 1,100,158 1,260,074

販売費及び一般管理費 1,019,143 1,023,003

営業利益 81,014 237,070

営業外収益   

受取利息 6,177 7,104

受取配当金 2,322 1,902

持分法による投資利益 133,255 57,697

その他 9,215 11,924

営業外収益合計 150,971 78,628

営業外費用   

支払利息 1,041 1,071

売上割引 4,811 4,894

租税公課 5,172 －

為替差損 10,293 60,997

その他 1,831 1,384

営業外費用合計 23,150 68,348

経常利益 208,835 247,351

特別利益   

貸倒引当金戻入額 569 －

固定資産売却益 536 －

特別利益合計 1,106 －

特別損失   

固定資産除売却損 705 312

減損損失 － 24,748

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,423

特別損失合計 705 50,484

税金等調整前四半期純利益 209,236 196,866

法人税、住民税及び事業税 26,383 100,131

過年度法人税等 8,935 －

法人税等調整額 6,065 △20,998

法人税等合計 41,384 79,133

少数株主損益調整前四半期純利益 － 117,733

少数株主利益 － －

四半期純利益 167,851 117,733



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 209,236 196,866

減価償却費 95,384 91,122

減損損失 － 24,748

のれん償却額 19,792 19,914

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,442 △5,068

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,381 15,085

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,250 8,750

貸倒引当金の増減額（△は減少） 117 368

受取利息及び受取配当金 △8,500 △9,007

支払利息 1,041 1,071

為替差損益（△は益） 4,867 54,095

持分法による投資損益（△は益） 58,071 82,935

固定資産除売却損益（△は益） 169 312

売上債権の増減額（△は増加） 201,157 △15,278

たな卸資産の増減額（△は増加） 155,489 △45,380

仕入債務の増減額（△は減少） △94,862 △26,280

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,423

その他 △14,779 △22,820

小計 610,609 396,858

利息及び配当金の受取額 3,955 7,039

利息の支払額 △1,041 △1,071

法人税等の支払額 △91,550 △18,854

法人税等の還付額 － 51,734

営業活動によるキャッシュ・フロー 521,973 435,706

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △40,395 △59,430

定期預金の払戻による収入 35,236 60,054

有形固定資産の取得による支出 △71,686 △25,373

有形固定資産の売却による収入 778 19

無形固定資産の取得による支出 △73,000 －

投資有価証券の取得による支出 △233,490 △94,075

その他の支出 △16,756 △9,805

その他の収入 5,200 3,125

投資活動によるキャッシュ・フロー △394,112 △125,484

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △5,879 －

自己株式の取得による支出 － △79

配当金の支払額 △196,587 △143,763

リース債務の返済による支出 △6,937 △6,962

財務活動によるキャッシュ・フロー △209,404 △150,805

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,153 △55,585

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △88,696 103,830

現金及び現金同等物の期首残高 2,507,479 2,724,181

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,418,782 2,828,011



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 当社および連結子会社は前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）における製

品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種同系列の自動調整弁を専ら製造販売している

ので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

 (1）国又は地域の区分の方法       地理的な近接度によっております。 

 (2）各区分に属する主な国又は地域    東南アジア：タイ 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1）国又は地域の区分の方法       地理的な近接度によっております。 

(2）各区分に属する主な国又は地域    アジア：韓国、台湾、中国、インドネシア、タイ、その他 

その他の地域：欧州、豪州、米国、その他 

２ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
東南アジア 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  2,617,950  16,804  2,634,754  －  2,634,754

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,102  292,526  294,629 (294,629)  －

計  2,620,053  309,330  2,929,384 (294,629)  2,634,754

営業利益  44,526  39,939  84,465 (3,451)  81,014

  アジア（千円） その他の地域（千円） 計（千円） 

Ⅰ 海外売上高  269,303  106,493  375,797

Ⅱ 連結売上高  ―  ―  2,634,754

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合 
％ 10.2 ％ 4.0 ％ 14.3



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは、自動調整弁を主に生産・販売しており、国内においては当社およびカワキ計測工業㈱な

らびに宏洋サンテック㈱が、海外においては東南アジア（タイ）でヨシタケ・ワークス・タイランド㈱が担

当しております。国内での事業においてはグループが一体となって同一の事業セグメントの中で生産から販

売まで一貫した包括的な経営計画を立案し、事業活動を展開しており、海外においてはヨシタケ・ワーク

ス・タイランド㈱が独立した経営体として、当社の販売計画と連携した独自の生産計画を立案し、国内への

供給を行っております。 

 したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「東南アジア」の２つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、同一の事業セグメントに

属する自動調整弁等を生産・販売しております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  
日本 

（千円） 
東南アジア 
（千円） 

合計 
（千円） 

売上高       

外部顧客への売上高 2,901,882 25,778 2,927,661 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

3,952 383,393 387,346 

計 2,905,835 409,172 3,315,007 

セグメント利益 207,964 34,867 242,832 

利益 
金額 

（千円） 

報告セグメント計 242,832 

のれんの償却額 △19,914 

棚卸資産の調整額 14,152 

四半期連結損益計算書の営業利益 237,070 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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